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　改めまして、皆さま、こんにちは。ゲストの古屋さん2度目の
ご訪問ありがとうございます。ゆっくりお過ごしください。
　Bテーブルでも話題になりましたが、今朝の新聞の「天皇陛
下　生前退位の意向」の記事にはびっくり致しましたが、さ
て、先日の日曜日、参議院議員の選挙が行われ、岩井茂樹さ
んと、2月にせせらぎ三島RCのホストで行われた静岡第2分
区のIMにて、記念講演の講師を務められた、平山佐知子さ
んが当選されました。選挙の事前運動だとおっしゃる方もい
らっしゃいましたが、選挙前にどのような方なのか、プロフィー
ルなどよくわかり、良いIMであったと思います。
　本年度は、わが三島西RCがホストとなり、来年実施予定で
すが、すでに委員会構成も出来上がり、来週には、第1回の
実行委員会が開催予定で、着 と々準備が進んでおります。
　昨日より旧暦のお盆、ご先祖様を偲び、感謝の思いをささ
げる日でございます。23日からお盆、また月末に始まる晦日盆
という伊豆の国市、伊豆市のようなところもあるようですが、暑
い日が続きます、熱中症に気を付け、毎日健康にお過ごしくだ
さい。

幹事報告 幹事　藤江康儀君

①ゲストの古屋英将君ようこそおいでくださいました。ごゆっ
くりお過ごしください。
②7月13日（水）三島駅南口市民討論会、参加してきました。
③7月14日（木）今朝の新聞に、三島の3クラブの役員が掲載
されていました。クラブ広報委員会、委員長佐野宏三様が
担当してくださいました。これにより、一般の方々に、さらに認
識度を高め、ロ－タリ－に対して、愛着心を深めていただけ
ばと思います。
④次回7月21日（木）亥角ガバナ－補佐の公式訪問です。全
員出席でお願いいたします。そして卓話は大石裕之君で
す。　　

“こんにちは、ようこそ”

古屋英将さん
（関本（文）・諏訪部（照）・千葉君のゲスト）

ゲスト



 

ＳＡＡ 　矢岸克行君

〈基本方針〉
三島西ロータリークラブの伝統を継承し、本年度会長の基本
方針を踏まえ、和やかな中でも、規律ある例会の運営に努め
る。
〈活動計画〉
1.幹事、親睦活動委員会等、会員相互の連絡を密にし、例会
の効率的運営を行う。
2.テーブル会は年３回実施する。同時にテーブル配置換えも
年３回実施する。
3.卓話者の所要時間を事前に把握し、時間厳守に努める。
4.例会場変更増加に伴う、携行品等に留意する。 クラブ管理運営委員会 委員長　前田博利君

〈基本方針〉
１．年間プログラムの作成：クラブ方針に基づき、卓話などのプ
ログラムを作成する。
２．出席率の向上を目指す：メーキャップ情報を発信する。
３．ＩＴ（情報技術）の推進を図るための調査研究をする。
〈活動計画〉
１．クラブ方針に基づき、卓話などのプログラムを作成する。
２．なるべく多くの会員に卓話の機会をつくるため、近年の卓
話実績を参考にして卓話者を選ぶ。
３．卓話者には事前に確認の連絡をする。
４．卓話日程の変更は１か月前までに委員会に報告する事を
お願いする。
５．年間出席率１００％の会員に記念品の贈呈をする。
６．出席率の向上を図る為、各クラブなどのメーキャップ情報
を出来るだけ連絡する。
７．その他必要に応じ、クラブの効果的な運営を行う。

クラブ協議会

会員増強維持委員会 委員長　森崎祐治君

〈基本方針〉　
１．クラブの活性化、発展のための会員の維持、増強に努め
る。
２．将来を見据えて、維持、増強への全会員の関心を一層高
め、協力体制を強化する。
３．「2620地区方針：会員の純増１」以上を目指す。
〈活動方針〉
１．若手、女性、定年世代等幅広く候補者をとらえて、職業も
従来の枠にこだわらず候補者を掘り起こす。
２．候補者情報を収集し、推薦者の協力を得て、効果的な勧
誘を行う。
３．スポンサー、役員と協力して退会防止に努める。
４．候補者の選考審査・職業分類をする。

親睦活動委員会 委員長　三田明宏君

<基本方針>
「好意と友情を深めるか」というテーマの元、全会員及び会
員家族をはじめ、他クラブとの親睦をさらに深める活動を企
画・実施する。
＜活動計画＞
１．忘年家族例会、サヨナラ例会等、慰労激励会を企画実施
する。
２．年３回の夜間親睦例会を開催する。
３．年３回のテーブル会を実施し、会員相互の親睦を深める。
４．その他必要に応じ、親睦を深める活動を行う。

クラブ広報委員会 委員長　佐野宏三君

＜基本方針＞
広報委員会の役割は、クラブが地域社会で実施している奉
仕活動に対する人々の認識と理解を深めることです。ホーム
ページ、メディア等を通じて積極的に広報して、奉仕活動をア
ピールする。

＜活動計画＞
「広報」
１　地域メディアに積極的に情報を提供し、ロータリーに対
する認識を高める
２　ソーシャルメディアの活用
３　ロータリー徽章の襟ピンを常に着用する
「会報」
１　会報の作成は、委員の輪番制とする
２　原稿は、事務局にメール送信をお願いする
「雑誌」
１　ロータリーの友の興味深い記事を紹介する
２　投稿を働きかける



 職業奉仕委員会 委員長　川名正洋君

＜基本方針＞
1. 職業奉仕の理念　He profits most who serves best 
「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」を理解し、事業及
び専門職務の品位と道徳水準を高め社会から尊重される
存在にするという認識を深めると共にあらゆる職業にかかわ
る中で奉仕の理念を適用しながら活動を推進してまいりま
す。
2．会員各位の事業や職務を理解し合い地域社会に職業奉
仕の輪を広げます。　
＜活動計画＞
1.職業奉仕月間中に職業倫理感について勉強します。
2.会員相互の親睦を図り職業に対する理解を推進します。
3.職場見学会を行います。
4.職業奉仕の理念について会員相互において勉強します。

国際奉仕委員会 委員長　鈴木郁夫君

＜基本方針＞
「ロータリーの目的」の一つである「世界的ネットワークを通じ
て、国際理解、親善、平和を推進すること」に基づき活動す
る。
＜活動計画＞
1.台湾苗栗ロータリークラブ（姉妹クラブ）との交流、親善を
行う
2.台湾苗栗ロータリークラブとの中学生交換研修事業を推
進する
3.三島市国際交流フェアを共催する
4.スリランカでのグローバル補助金事業にインターナショナル
パートナーとして協力する
5.台湾苗栗東南ロータリークラブおよび酒田東ロータリークラ
ブ（友好クラブ）との交流、親善を図る
6.その他必要な事業を行う

社会奉仕委員会 委員長　佐々木雅浩君

〈基本方針〉
地域社会への援助、奉仕活動を基本にして、地域において
三島西クラブの認知度向上につながる事業活動を実施す
る。
〈活動計画〉
１、２０１６日本赤十字献血キャンペーンへの協力
平成２８年８月２０日（土）
２、見晴フェスティバルへの参加、協力
　 平成２８年１０月１６日（日）
３、盲導犬育成事業
４、障害者スポーツ育成事業

 

ロータリー財団米山委員会 委員長　橋本裕子君

ロータリー財団
１ （１）四半期ごとに報告する
　（２）今年１００周年　記念行事や寄付をする
　（３）補助金申請（締切平成２８年４月２７日、全クラブ）
２　ロータリーカードへの入会
     加入実績０なので、全員に加入を

ロータリー情報委員会 委員長　伊丹秀之君

〈基本方針〉
１．ロータリーの情報を適時に提供しロータリー知識の向上を
図り会員の一人ひとりがロータリアンとしての自覚を深めま
す。
２．新会員がロータリー活動を充分に理解していただく為に綱
領・定款・クラブ細則や各委員会の目的と任務について理解
していただく為の説明・支援を行う。
〈活動計画〉
１．新会員を迎えるにあたり、会長・幹事・推薦者等 と々勉強会
を開催し、会員の特典、そして義務について説明いたしま
す。
２．地区大会、地区研修・協議会に参加し情報の収集に努め
る。



（週報担当：佐野宏三）

三田君
長田君、椙山君
鈴木（郁）君

おめでとう

会員誕生日
入会記念日
奥様誕生日 今日、私たちが迎えようとしている新年度は、いつの日か最

大の偉業を成し遂げた年としてロータリーの歴史に刻まれ
るかもしれません。それは、世界で最後のポリオ症例が確
認された年です。2015年には天然ポリオウィルスによるポリ
オ発症例はわずか74件にとどまり、すべてアフガニスタンと
パキスタンで確認されています。私たちはポリオ撲滅という
目標に向けて懸命な活動を続けつつ、さらにその先を見据
えなければなりません。つまり、この成功を活かしてさらに大
きな目標の達成に向けて準備をするのです。
ロータリーの将来にとって、ポリオ撲滅におけるロータリー
の役割が広く認知されることはきわめて重要です。私たち
が成し遂げたことを知ってもらうことで、パートナーや資金
を集めること、さらには会員を惹きつけることができるように
なり、より大きな目標を達成することができるようになります。
RI本部ではそのようなロータリーの功績について認知度を
高めるため日々努力していますが、本部だけでは成しえま
せん。皆さんにも、クラブを通じて地域社会でロータリーと
は何か、どんなことをしている団体なのかを広く伝えていた
だく必要があります。各ロータリークラブが、ポリオがついに
撲滅される瞬間に立ち会う準備ができていることを確かめ
る必要があるのです。なぜなら、よいことをしたいと考えた
人びとがロータリーこそ世界を変えることができる場所だと
思った時に、どのロータリークラブでもその機会を提供する
準備が整っていることが必要だからです。
今後数年間でさらに「人類に奉仕するロータリー」を実現
するには、自ら進んで奉仕活動に参加し、いたわりの心と聡
明な頭脳を持った多くの人が参加して活動を進めていく
必要があります。私たちが求めているのは、ロータリーの奉
仕活動を若い会員や引退したばかりの人びと、さらに在職
中の人びとにもアピールするような、柔軟なクラブです。新
たなパートナーシップを求め、門戸を開いて他の団体と連
携関係を結ぶことが必要です。
将来を見据え、リーダーシップの継続性についても優先順
位を明確にしなければなりません。ロータリーの一員である
私たちは皆、同じチームとして同じ目標に向かって努力し
ています。一緒に目標を達成するには、共に同じ方向へと
進まなければなりません。
ロータリーで奉仕する毎日には、人びとの生活を変える機
会が与えられています。皆さんの行動一つひとつが重要な
意味を持ちます。一つひとつの「よいこと」が私たち全員に
とってよりよい世界を作るのです。ロータリーでは新たな年
度を迎えるにあたり、「人類に奉仕するロータリー」を通じ
て世界をよりよい方向へ変える新しいチャンスが私たち全
員に与えられています。

◆藤江君、7月12日（火）松韻様にて、三島西ロータリー
の皆様方から、副議長就任激励会を開催していただ
きました。大変お忙しい人たちにもかかわらず、多くの
皆様方から激励やらお祝いをいただき、感謝に堪え
ません。これからも、熱き心で、幹事としても頑張りま
す。ありがとうございました。

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ
ＲＩ会長メッセージ

2016-17年度　RI会長テーマ
「人類に奉仕するロータリー」

ジョン F. ジャーム国際ロータリー会長は、2016-17
年度のテーマとして「人類に奉仕するロータリー」
を選びました。社会貢献への熱意をもつ職業人が
集うロータリー独自の力を生かせば、大きな目標も
達成できる、とするジャーム会長。「世界でもっと大
きな『よいこと』をする推進力となるために、固い決
意でポリオ撲滅を成し遂げ、ロータリーをさらに前
進させながら、これまでの成功をバネに飛躍すると
きが来たのです」と述べています。

親睦を深め　ロータリーを楽しもう


	2124_1
	2124_2
	2124_3
	2124_4

